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新型コロナウイルスによる感染症拡大予防のため、保護者の皆さまの参加人数を制限するとともに、来賓

および立命館学園からの出席を控えておりますことをご理解いただきたく思います。感染拡大の状況につい

ては、今なお予断を許さない中、入学生の皆さん全員、そして保護者の皆様のご臨席を得まして、立命館慶

祥高等学校の入学式を挙行できますことは、卒業生や保護者の皆様にとっても、私ども教職員にとっても、

大きな喜びとするところです。 

保護者の皆さまにあっては、義務教育の課程を修了し、自らの意志と、自らの決意により、本日より新た

な学びをスタートする新入生の晴れの姿を、ともに祝い、ともに見守ってくださることに、校長として心よ

り感謝申し上げます。 

 

第26期、321名の新入生の皆さん、立命館慶祥高等学校へ入学おめでとう。 

教職員を代表して、皆さんの入学を心から歓迎します。 

今日、希望にあふれる皆さんは、建学の精神である「自由と清新」、そして、教学理念である「平和と民主

主義」を掲げる、「立命館学園」の扉を新たに開いてくれたことに、心から敬意を表します。 

私学は、建学の精神を最も大切にしています。聞き慣れない「清新」とは「新たにする」の意で、広義で

のイノベーションを示します。「自由と清新」とは、「イノベーションのマインドで、社会を自由に変えてい

く人材を育成する」ということを表しています。 

 

今日は、４つのことを話します。 

まず、１つ目。「世界に通用する18歳」です。 

「世界に通用する 18 歳」とは、本校が 1996 年の開校以来、四半世紀、変わらずに掲げてきた立命館

慶祥の、目指す生徒像です。 

「世界に通用する18歳」を具現化すると、「３つのＣ」、すなわち、「Challenge（挑戦）」、「Contribution

（貢献）」、「Collaboration（協働）」で表すことができます 

「Challenge」は、多様な経験と豊かな学びを通して、勇気を持ってあらゆることに「挑戦」することで

す。 

「Collaboration」は、人種・宗教・文化の違いを超え、互いに議論を重ね、皆で協力・「協働」して解決

しようとすることです。 

「Contribution」は、社会や世界に「貢献」する高い志を持ち、グローバルリーダーとして世界の困難に

立ち向かうことです。 

「挑戦、協働、貢献」の実践をひとつひとつ積み重ねることによって、「世界に通用する 18 歳」へと逞

しく成長した慶祥生になることを期待しています。 
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次に、２つ目。「多様性の尊重」です。 

立命館は、国籍・民族・宗教・思想・社会的属性・障害・性別など、多様な背景を持った人たちがお互い

を尊重し、ともに学ぶことのできる学園を確立する、「ダイバーシティ＆インクルージョン」を推進していま

す。 

「ダイバーシティ」とは「多様性」、「インクルージョン」とは「受容」ということ。つまり、「多様な背景

を持った人たちが、互いにその違いを受け入れて、認め合い、活かし合うことにより、新しい価値創造を実

現すること」です。 

慶祥では、今までも「多様性の尊重」に重きを置いてきました。それは、「３つのＣ」における「協働

Contribution」に深く関わっています。人種や宗教、文化が異なる相手と議論を重ね、多様性を超えて、互

いに尊重し合うことなくして、皆で「協働」して、正解のない課題を、解決に導くことができないからです。 

皆さんには、「多様性の尊重」を充分に理解し、マイノリティや弱い立場の方々を含め、相手の気持ちを思

いやることに努めながら、日本や世界の、様々な分野で、リーダーシップを発揮して活躍することを期待し

ています。 

 

３つ目。「Withコロナ時代の学び」です。 

今、新型コロナウイルスによって、今まで信頼されてきた価値観が揺らぎ、不安が世界中を覆っています。

従来の価値観では説明できないことが増大しているからです。地球環境の悪化、頻発する紛争、拡大する格

差、社会的マイノリティへの差別など、今までもあった課題がコロナ禍によって顕在化し、一層深刻な状況

となっています。 

「Withコロナ」という言葉があります。「新型コロナウイルスと共存する」という意味です。新型コロナ

ウイルスの流行は世の中に変革をもたらしました。社会全体がデジタル化を前提として、授業の方法、教育

の在り方や仕事の仕方も大きく変わります。 

これからの「With コロナ」時代は、歴史の変化が加速化する時代です。社会や技術の進歩のスピードが

速くなり、数年先であっても、何が起こるか誰もわからない。 

世の中がどう変化するかわからないときに、一番大事なことは、原点から考える力です。かつて経験した

ことのない変化に対応するためには、歴史に学んで未来を見据え、自分の頭で、自分の言葉で、データを用

いてロジカルに考えることが大切です。 

自分の頭で、自分の言葉で、データを用いてロジカルに考える生徒を育てるために、授業も変わります。

皆さんが一人一台のデジタル端末を持ち、慶祥の校舎内の全教室・全フロアに接続することができる Wi-Fi

環境を整備し、ICTを活用した主体的・対話的な学びを推進します。 

先を見通すことが困難な時代だからこそ、慶祥は挑戦を止めません。ピンチをチャンスに変えて、大きく

飛躍するのが、慶祥の流儀です。 

 

４つ目。「あなたは、誰のために学び、誰のために生きるのですか？」という宿題です。 

あなたは、高２の海外研修で、世界の多様性を学びます。それ以外でも、国内・国外研修で、たくさんの

経験をすることと思います。学びのステージを着実にアップするたび、「自分は、誰のために学ぶのか、誰の

ために生きるのか？」と、自らに問うてください。 
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その答えを、自分自身で見つけることが、あなたが立命館で学ぶことの大切な意味です。 

「あなたは、誰のために学び、誰のために生きるのですか？」 

この答えを探し求めることが、今後の人生行路を進む上で、あなたをしっかりと支え、あなたを生かし、

あなたが生きる「人生」を豊かにするのです。それは、「With コロナ」時代にあっても、少しも変わりあり

ません。 

あなたの目で世界を見詰め、あなたの手で世界の真実に触れ、あなたの心で世界を考えない限り、この問

いへの答えを生み出すことはできません。 

このことを、今日、あなたに宿題として出します。締切日は、卒業式のその日です。立命館慶祥で学ぶ者

として、卒業までの３年間をかけて考えてほしいと思います。 

 

結びに、本日入学した 321 名の新入生の皆さんの充実した高校生活と、健やかな成長を祈念し、式辞と

いたします。 

 

2021年4月7日 

立命館慶祥高等学校 校長 江川順一 


